
個別研究

幼児の自我の発達に関する行動評定

-3歳から 6歳 ま で の 発達的考察ー

I 目的及び方法

幼児白自我の発達を行動面からとらえ評定する試みと

して，前年度は評定項目を選定し. 5. 6歳泥について

評定項目を適してみた発速の実態を報告した。今年度は

さらに調査数を増やし，評定項目(自己実現，自己統制，

生活習慣の自立の3領域各25項目)について， 3歳から

6歳までの幼児由実態を把握l，発逮的変化を検討する

とともに，項目分析を行って項目内容を吟味することを

目的にした。なお，調査項目の内容は表2白「調査項目

1 Jが自己実現の， r調査項目 IIJが自己統制の各内容

である。

調査方法は前年と同織に，都内，埼玉県下の幼稚闘を

過して調査票を配布l，母親l'記入を求めた。

最終的な調査数は表 lの通りである。

表1 調査数

年齢 男 女 富十

3 歳 47 47 94 

4 歳 93 98 191 

5 歳 127 120 247 

6 歳 74 76 150 
ゆ

2十 341 341 682 

E 結果及び考察

1.評定項目白通過率

自己実現，自己統制の領域，各25項目について 3歳

から6歳由通過率をa，b.c.d，O評価段階別"見たも

のが図 1，2である。生活習慣の自立の領域は紙数の都

合で図示を省略した。実線から下の部分がa段階(日常

的によく見られるζと，ょくできる乙と)破線から下の

部分がb段階(ときどき見られる己と，やらせればでき

る己と)破線から上の部分が C，d段階〈できない己と，
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まだ経験したζとがないとと〉の割合を示している。

(1) 自己実現

自己実現の領域〈図 1)では，年齢とともに通過率が

上昇する項目と，上昇的な発逮変化を認められない項目

があった。後者は項目 1，ι 札 7. 11， 13. 23. 24. 

25，である

これは，項目 1.4. 7. 11， 13. 24，がとらえる行動か，

発逮過程の一時期に特徴的にみられる自己主張あるいは自

己選択の行動であって.発達とともに行動様式が変容す

るものであること，そして，その行動様式をもち続ける

乙とは年長児ではむしろ未熟性を示す性質のものである

ためと考えられる。

また. 6. 23. 25.は，子どものもつ行動噸向として自

己実現に関連する重要な要素とは考えられるが，発達的

な変化をとらえるための質問項目として，一般的で，し

かも具体的な場面を設定しにくかった乙とによるもので

あろう。

いずれも評定尺度として用いる場合l'は検討を要する

問題である。

(21 自己統制

自己統制(凶2)の領域では，項目により緩急の差は

あるが，項目25を除くすべての項目で年齢に伴い通過率

が上昇する発達的変化をみる乙とができた。項目内容が

比較的具体的な場面をとらえているζとや，自己統制力

自発達が，より統制的な方向へ進む性質をもつためであ

ろう。

(31 生活習慣の自立

生活習慣の自立に関する各項目は，最も明瞭に発達的

変化をみるととができた。(図示は省略〉

(剖性差

自己実現の領域では 3-6歳を通して全般的にみると

性差は認められないが，各年齢でみると 3歳では項目25

が男児優位 4歳では項目18， 5歳では項目12，15， 6 

歳では項目12に女児優位の傾向がみられた。

自己統制の領域では3-6歳を過して，項目 6. 9. 

11， 19で女児優位の傾向がみられており，各年齢でみる

と， 3歳では項目7が男児優位， 6歳では項目 2，13で
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女児優位の傾向がみられている。

生活習慣の領域では項目 3.10. 11. 14. 18. 20. 23で

全般的に女児が優位な発速を示していた。各年齢でみて

も3歳の項目 8は男児優位であるカえ 4歳の項目 6. 5 

歳の項目12. は女児の発逮が早い傾向がみられている。

2. 領域別得点

各領域の発達を総体的l'把握するため，項目ごとにa

段階を2点. b段階を l点 c.d段階をO点として，

領域別の得点を算出し年齢別に平均値を求めた。また，

各項目"ついて白母親の意見も問機"得点化した。

図3は. 3歳から 6歳の得点の変化と，母親の意見の

変化を関連させて領域別にみたものである。

すべての領域で年齢とともに得点の上昇がみられ，明

瞭な発達的変化が認められた。

なお，各領域"対する母親の意見は，一目して明らか

なように，自己実現の領域では子どもの状態に比し母親

百45
一一子どもの行動
一 母の意見

40 

36.3 

35 33.8 

の要求は低い。自己統制の領域では両者に大きな差はな

い均九 3. 4歳では子どもの状態l'比し母親の要求が低

いのに対 L~ 5. 6歳では母親の要求が高くなり関係が

逆になっている。 5. 6歳になると自己統制への母親の

要求が強まってくる乙とを示している。

生活習慣の領域では，子どもの状態に比し母親の要求

は一貫して高く，子どもに自立を求め，発達をひきあげ

る働きをしているものと考えられる。

領峻別の子どもの得点の発達的変化を性別で比較した

も白が図4である。自己実現領域自3歳児を徐き，いず

れ白領坑年齢でも女児の発達が優位にあることを示し

ている。

3 因子分析

3歳から 5歳まて、各年齢別"主因子法による因子分

析を行い，パリマックス回転を行った。 ζζでは第2因

子までをとりあげ，因子負荷鑑 0.4以上のも由を表 2
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表 2 因子分析

年 a陥 3 " 4 S也 s 続

ミ ミ
罰子 E E 1 E I E 

関 有 健 6.917 4. 437 S. 676 4， 190 9. 314 3.482 

m 益 議 自 I "'¥_i寄与串 13. 8 % 8. 9 ~桜 17. <1 % .. ，杉 ..，帰 7. 0 ~彰

1 賞められると得意陀なってやる

2 母から"れて友だち遊びを裂しむ O. 670 

3 友だちに r.........しよう」と蹄いかりて遊ぷ 乱 713

4 友だちに自分のやりたいことを主損して砂んかになる

s 自分からやりたいζ占を見つ砂て良く遊ぶ

6 避びはじめると夢中になって意敬的K迦ぷ

7 聴の喜ぶζとを自分からすすんでする

8 腹痛など自分で体の異常を昨える

9 友遣を自分の京"鴎ヮて来る O. 550 

10 ゲ』ムやか貯っζ'"時勝とうとしてがんばる O. 503 

11 「ζんな己とできるか』と得意が唱たり自慢する 0.753 0.431 

12 小さい怪現なら自分で擦をつ貯る

13 納縛できないと盟屈をいって口答えする

14 いわれな〈てもお客悌"挨拶する

15 失敗しτもめげずにがんば弔てまたやゥてみる

16 自分でやり始めた己とや...められたととを終りまでやりとげる

17 ひとりで近所の盾"お使いに行〈

18 願書がくれば人の聞で話したり取ったりする O. 523 

i9 他の子が困+ているとすすんで手助廿をする O. 442 O. 498 

初 ひとりで友埠φ家K遊び"行く

21 遊びゃグループ活動の中で自分の意見をいう O. 739 0.430 O. 568 

22 遊びの)1--'"などを友迎"教える O. 741 O. 614 

"包
遭びを工夫したり新しい避びを考え出す O. 684 

2施 玩具やお襲子など自分の欲しいものを選ぷのにあまり追わない

25 自帽をも唱て積極的lζ行動するζとが多い O. 436 

調 楚 積 目 直

顕を託ってもいやがq たり泣いたりしない

2 欲しい物があってもわ貯を言いきかせればききわ砂る O. 541 

3 自分の物と人の物を区別して眠う O. 645 0.452 0.608 

4 友だちに自分の物を貸して適ぷ 0.683 0.694 

5 予防注射のとき泣いたり，嫌がったりしない

6 提物。中で騒いだり，動きまわって人区連惑をか貯ない O. 679 

7 転んでも小さい陸軍Rなら泣かない

8 お客栂"出した束手をほしがらない

9 お客にいったらしばらく行儀ょくしている O. 703 

10 友だちと願書臣民具や遊具を使唱て遊ぶ O. 545 0.679 

11 ごうζ趣びでそれぞれの役割をと守て遊ぷ 乱 553

12 京埠と互に主強したり妥協したりして避ぷ 0.531 

13 かわいそうな話を聞〈と同情したり謀ぐむ

14 人前で泣くことをこらえる

15 約束をすると守るうとする

16 1.人が話をしている時はよくきいている

17 おやつ・駐車ーなど決められた時間は大体守る

18 弦閣の時間!とは遅れないよう自分で注意している

19 危伎な遊びなど禁止されているζとはしない 0.719 0.492 

" ゲーム』こ負貯ても怒ったり騒いだりしない

21 自分より小さい子のわがままをゆるす

22 他の子"趨惑をか貯たらあやまる O. ~20 

23 車の通る追をひ占りで歩かせても心配ない

，. ひとりで1時間ぐらい留守番をする

25 自分のあやまちをごまかさないで認める

図子負向量 0.'以上のみ犯人
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に示した。

各年齢防で因子構造に共通性を有しながらも，第 1因

子で説明される内容は各年齢時点で多少の違いがあった。

すなわち， 3歳児の第l因子は「友だち関係における

自己領域の拡大」と呼べる自己実現の行動であり，第2

因子は自己統制領域の「禁止への適応Jである。

4歳児の第l因子ば「友だちへの同調」と命名できる

自己統制領域の行動となり，第2因子に自己実現領域の

「他へ白積極的な働きかけJがみられる。表示していな

いが第3因子として自己実現領綾田項目 5，6を代表と

他者の認識田上にたって他者へ同調する乙とができ，自

己活動を充実するためK他者へ由働きかけが可能Kなっ

ている。 5歳では自己のおかれている社会的立場への認

識が進んて，他者との聞に協調的な適応がみられる一方，

集団内でも主体的，能動的な行動が可能になり始めると

いう，従来から考えられている発達の様相がとらえられ

ている。

田要 約

する「意欲的行動」が出ている。 自我の発速の評定を意図して選定した質問項目につい

5歳児では第 1因子として「他への協調的適応J(自己 て， 3歳から 6歳白幼児682名の資料により発達の実態

統制領域)が出ており，第2因子は， rグループでの主 をとらえた。個々の項目では，一部に発達的な変化をと

体的行動J(自己実現領域)第3因子は自己実現領域の らえ巨くいものもあるが，領域別得点では各年齢聞に発

項目17，20，自己統制領域由23を代表とする「行動空間 違的変化を認めることができた。

白拡大」が出ている。 また，因子分析1<:より 3歳では自己を意識して友だち

ζれらの内容から，自己実現，自己統制の両側面白発 との関係での自己領域の拡大.， 4歳では自己を抑えて他

逮過程で，それぞれの時期に優位になる発達側面や，達 者への向調1， 5歳では他への協調的適応が第 1因子とし

成する機能的側面をうかがうことができる。 て出ている。

3歳では，自己認識が進み，他者とD関係で自己を主 なお，本研究は立正大学短期大学部野田幸江白協力を

張し拡大する一方，しつけなどを過して禁止への適応が 得ている。

可能になり，行動抑制を学ぴ始めており， 4歳では自己

Bahavior Evaluation in Rβference to the 

Ego Development of Preschool Chi 1 dren 

Takeko MOCHIZUKI 

This study was intended to develop the behavior evaluation method by which we'l1 be able to 

understand the ego development as the inner part of mental development of each child through 

the outer d剖 lylife behavior. AS the second step of this study， the developmental state of 682 

children ranging from 3 to 6 years olds in . Tokyo and Saitama distric胞 wasinvestigated. throu-

gh the questionaire which includes 75 items， concerning to self assertion， self control and esta-

blishment of daily life habit categories. However there were some items through which it was 

hard to understand the developmental change of children， each total SCQre of three categor-

ies showed that the questionaire could understand the developmental change in accordance with 

the aging of children. AS a result of examining the factor analysis， characteristic of self exp-

ansion in relationship with friends in three years of age， self restriction and coordination with 

others in four years of age， and cooperative adjustment to others in five years of age were s-

hown as the first factor 
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